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１． はじめに 

我々は，より付加価値の高いコンテンツナビゲーションサービ

スの実現に向けた取組みの一環として，コンテンツに付与され

た意味内容に関するメタデータを活用して，大量のコンテンツを

２次元上に分類・マッピングするシステム「AssociaGuide」の研究

開発を進めている[1][2][6][7]．本システムでは，インタフェース

にマップ表現を採用することにで，ユーザが大量のコンテンツに

対し電子地図を操作する感覚で全体像を鳥瞰しながら興味ある

コンテンツに連続的にたどりつけることができる． 

本システムにおけるコンテンツの分類・マッピング過程では，

コンテンツに付随するジャンルなど分類情報と，概要説明文書

など言語情報とを統合的に処理することによって，コンテンツ間

の意味内容的な関連性と同時に，与えられた分類情報の情報

構造を反映した２次元マップを生成する．分類情報の情報構造

は，２次元マップにおいて巨視的な構造として陽に表現される．

これによってユーザは，２次元マップの意味内容的な構造を概

観・把握できるようになるメリットがある．また，連続的なフォーカ

スのための指標などとして利用することができる． 

さらに，コンテンツの分類・マッピング処理では，電子地図のメ

タファーを考慮する立場から，新規コンテンツの登録について

は追加型を前提としている．すなわち，新規コンテンツを新たに

登録する場合には，それまでに登録されているコンテンツの２次

元座標は全く変えずに新規コンテンツのみを２次元マップ上に

追加的に配置する．これによってユーザが，本システムを使い

続けるなかで，既に閲覧したコンテンツの配置場所を記憶したり，

配置場所による意味内容の微妙な差異を視覚的に記憶したり

することができるメリットがある．いわゆる土地鑑を活かした２次

元マップの探索・散策ができるようになるのである．これは，イン

ターネットなど，コンテンツが随時追加されるサービスでは特に

有用であろう． 

以下本稿では，「AssociaGuide」で実現しているメタデータを

前提としたコンテンツの分類・マッピング手法を述べ，本手法を

Web ディレクトリに適用した試みについて報告する． 

 

２． メタデータを前提としたコンテンツ空間の可視化 

提案手法では，与えられた分類情報の情報構造，すなわちコ

ンテンツの分類大系を反映した２次元マップ（以下、基準マップ

と呼ぶ）をテンプレート的にまず生成し，これにコンテンツを一つ

ずつ登録していく．提案手法は，分類大系を参照し，分類大系

の最下層ジャンルに対応付けられた一つないし複数の概念ベ

クトルを用いて基準マップを生成する過程と，入力コンテンツが

与えられた場合に，それに付随する言語情報から概念ベクトル

を生成し，分類情報を考慮しながら，入力コンテンツを基準マッ

プに追加的に登録する過程からなる．図１に提案システムの概

念図を示す． 

 

 

 

２．１． 基準マップの生成 

ここでは，分類大系の最下層ジャンルに対応付けられた概念

ベクトルを用いて，与えられた分類情報の情報構造を反映した

基準マップを生成する．基準マップは，すべての最下層ジャン

ルに対応付けられた概念ベクトルから，それら概念ベクトルどう

しの概念空間での距離関係を考慮しつつ，それら概念ベクトル

が属するジャンルの深さ方向に関する一致度合いを同時に勘

案して，深さ方向に一致すればするほど，概念ベクトルどうしが

２次元上で互いに近い位置に配置されるようある制約を設けて

配置する．これによって，１階層目が同一ジャンルの概念ベクト

ルどうしは，２次元上で互いに近い位置に配置されることになる．

さらに，２階層目も同じジャンルに分類される概念ベクトルどうし

は，そのなかでもさらに近接して配置されることになる．そして，

このような分類情報の階層構造に対応した概念ベクトルのクラス

タ化が最下層ジャンルまで続く２次元マップが生成されることに

なる．一方，基準マップでは，概念ベクトルどうしの概念空間で

の距離関係を考慮するため，各階層におけるジャンルのクラス

タの周囲には，内容的に近いジャンルのそれが配置されること

になる．したがって，分類情報の階層構造と，ジャンルどうしの

意味内容的な関連性とを同時に反映した２次元マップが生成さ

れることになる．なお，ここで述べた概念ベクトルは，日本語語

彙体系における約３０００の意味カテゴリに対する関連度を成分

とする多次元ベクトルを意味している[3][5]． 

以下，基準マップの生成アルゴリズムについて詳説するが，こ

こでは簡単のため，分類情報の階層構造が(すべての枝で)深さ

２の場合を例に説明する．提案アルゴリズムは，深さが任意の場

合にも容易に拡張可能である．また，枝によって深さが異なる場

合にも拡張可能である． 

１階層目のジャンルをG とし， に含まれ

る２ 階層目 のジャンル を とする．ここで，

は１階層目のジャンル数を， は に含まれる２階層
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図１： 提案システムの概念図 
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図３： 基準マップの概念図 
図２： 分類大系の例 

目のジャンル数を表す．図２に分類大系の例を示す．また，図３

に，図２の場合に対応する基準マップの概念図を示す． 

２階層目のジャンル に対応付けられた概念ベクトルの集

合を とする．また，１階層目の各ジャンルG について を

次のように定める．また， を次のように定める． 

pqG

S
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S は２階層目のすべてのジャンル に対応付けられた概念

ベクトル全体の集合である．  
pqG

基準マップの生成では， に含まれる概念ベクトルを，それら

概念ベクトルどうしの概念空間での距離関係が保存されるように

多次元尺度法[8]を用いて２次元上に配置するが，その際，前

述した分類情報の情報構造を反映するために概念ベクトルの２

次元配置に関してある制約を設ける．すなわち，次の目的関数

S

Eを，以下に述べる制約つきで最小化する問題として定式化す

る． 

 

�
� �

�

�

�

ji ij

ijij

ji
ij d

dd
d

E *

2*

*

)(1

*

   (3) 

ここで， は に含まれる概念ベクトル および v の概念

空間でのユークリッド距離を表す．また， は， v および に

対応する２次元座標 ( および のユークリッド距離を

表す． 
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以下，制約条件について説明する．まず，１階層目の分類情

報の情報構造を基準マップに反映するための制約条件として，

のすべての異なる組合せ および に

ついて次の不等式制約を導入する． 
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ここで， は に含まれる概念ベクトル v の総数 を表す． 

また， は， ( )に属する概念ベクトルたちに対応する

２次元座標の重心を

n
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( )とするとき，

これら重心座標間のユークリッド距離を表す．すなわち，

は 
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とするとき，  
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また，� (� )は ( )に属する概念ベクトル v たちに

対応する２次元座標 の，重心座標
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また，式(4)で は１よりも大きな実数を表す． 
pp SS �,�

S式(4)は， および の概念ベクトルたちが２次元上で分離

して配置されるようにするための制約である． 
pS p�

次に，２階層目の分類情報の情報構造を基準マップに反映

するための制約条件として， を固定し のす

べての異なる組合せ および について，次の不等式制

約を導入する． 

p ),,1( ppq NqS ��
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ここで， ， および� ， は上記と同様

にして定義される．この制約式がすべての にわ

たって導入される． 

qppq SSd �, qppq SS �,�
pqS qpS �

�

p ,1�� ROOTN,

式(8)の意味も式(4)と同様であり， および の概念ベク

トルたちが２次元上で分離して配置されるようにするためのもの

である． 

pqS qpS �

式(4)および(8)の不等式制約を同時に満たす２次元座標

の組であって，式(3)を最小化する，すなわち概念ベクト

ルどうしの概念空間での距離関係を最大限保存するような組を

求めることにより，前述した性質を備えた基準マップを生成する．

なお，上記の制約つき最小化問題は，逐次２次計画法を用いて

解くことができる[4]． 

),( ii yx

 

２．２． コンテンツの登録 

ここでは，入力コンテンツに付随する分類情報と言語情報か

ら，入力コンテンツを基準マップに追加的に登録する．以下で
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は、入力コンテンツに付与された(最下層の)ジャンルがG とし

てアルゴリズムを説明する．  
pq

（手順１）コンテンツに付与された概要説明文書あるいはキー

ワードなど言語情報を概念ベースにかけ，コンテンツの意味内

容を特徴付ける概念ベクトルを生成する． 

(手順２)ジャンルG に対応付けられた概念ベクトル集合

のなかで，入力コンテンツの概念ベクトルと概念空間でのユーク

リッド距離が最も近いもの v を求める． に対応する２次元座

標 を，入力コンテンツの２次元初期座標 ( とする． 

pq pqS

k kv
),( kk yx ), yx

(手順３) を中心とする十分大きな半径),( kk yx r の円領域

をとり， に含まれるすべての を用いて，

次式により入力コンテンツの２次元座標 を移動修正する． 
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ここで，� は)(r r に関する単調減少関数であって， r の

とき，� は 0 に十分近い値に減少する．また， は入力コン

テンツの概念ベクトルと，概念ベクトル集合 の要素 v とのユー

クリッド距離を表し， は に関する単調減少関数を表す． 

0�
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この処理によって，入力コンテンツの２次元座標 ( は，

「概念空間でのユークリッド距離がより近い」２次元座標

の方向に移動させられることになる． 

), yx
,( ix )iy

(手順４)手順３の処理結果の を として，),( yx �� ),( yx r を徐々

に小さくして を小さくしながら，手順３の処理を繰り返す．

が 以外の２次元座標を含まなくなったら，この

反復処理を終了する． 

)(rNBk
), kk yx)(rNBk (

以上の手続きによって，入力コンテンツは，基準マップ上の

の付近であってかつ周辺の との「概念空間での

距離関係を反映した位置」に配置されることになる．またこの配

置処理によって，意味内容的に近い(すなわち，概念ベクトル間

のユークリッド距離が小さい)コンテンツどうしは，基準マップ上

で互いに近い位置に配置されることになる．なお，� を単調

減少させるのは， のとき，式(9)および(10)による反復処理

で の振動を押さえて収束させるためである． 
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３． 予備実験の結果 

ここでは，２．で述べたコンテンツの分類・マッピング手法を

Web ディレクトリに適用した予備実験について述べる．実験では，

goo ドメインで提供されているディレクトリサービスから，「自然科

学と技術＞工学」ジャンルに含まれる以下のサブジャンルを対

象に，これらサブジャンルに含まれる 157 個の Web コンテンツを

手動で選んで実施した(表１参照．ジャンルによっては２階層の

ものあり)．本実験では，Web コンテンツに含まれるテキスト情報

をコンテンツの言語情報とみなして提案手法を適用した．また本

実験では，最下層ジャンルに対応付ける概念ベクトルは，上記

157 個の Web コンテンツのうちで，それらジャンルに属するもの

の概念ベクトルを用いて，k-平均法によりクラスタリングしてクラ

スタの重心ベクトルによって構成した．重心ベクトルの個数は，

ジャンルごとに異なるが，２から５である．図４に基準マップの生

成結果を，図５に Web コンテンツの登録結果を示す．図４，図５

で Ann.mm はジャンルコードが nn.mm のジャンルに対応付けら

れた概念ベクトルであり，Bnn.mm はジャンルコードが nn.mm の

コンテンツを表す．図４では，分類情報の階層構造が保存され

るかたちで最下層ジャンルに対応付けられた概念ベクトルたち

が２次元上に配置されていることが分かる．また，比較的内容の

近いジャンルどうしが２次元上で互いに近い位置に配置されて

いることが分かる(例えば，「情報、通信工学」(10.01)と「電気、電

子工学＞半導体」(12.03)や，「環境工学」(03.01)と「自動車工

学」(09.01)および「土木工学＞その他」(13.01)など)．一方，図５

では，Web コンテンツが対応するジャンル領域内に配置されて

いることが分かる．我々は，２次元上で互いに近い位置に配置さ

れている Web コンテンツどうしが意味内容的にも互いに類似，

関連していることを，主観的ではあるが，確認している． 

 

表１： 実験に用いたジャンル 

ジャンルコード ジャンル名 

01.01 医用生体工学 

02.01 化学工学 

03.01 環境工学 

04.01 機械工学＞その他 

04.02 機械工学＞ロボット工学 

05.01 機能工学 

06.01 経営工学 

07.01 原子力工学 

08.01 材料工学 

09.01 自動車工学 

10.01 情報、通信工学 

11.01 人間工学 

12.01 電気、電子工学＞回路 

12.02 電気、電子工学＞その他

12.03 電気、電子工学＞半導体

13.01 土木工学＞その他 

13.02 土木工学＞ダム、貯水池

 

４． おわりに 

本稿では，「AssociaGuide」の中核技術として研究開発を進め

てきたメタデータを前提とした大量コンテンツの分類・マッピング

手法を Web ディレクトリに適用した試みについて述べた．今後

の課題として，生成した Web コンテンツの２次元マップの有効性

に関する定量評価が挙げられる． 
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図４： 基準マップの生成結果 

図５： Web コンテンツの登録結果 
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